
大

「狸

台

林

道
」
を

視

る

そ
こ
に
自
然
は
甦

っ
た
か

一
、
は

じ
め
に

1
問
題

の
は
じ
ま
り
ー

「
狸
台
林
道
」
問
題

が
本
道

の
自
然
保
護

運
動

に
登
場
し
た

の
は
、

八
年
前

の

一
九
七
三
年

の
こ

と

で
あ
る
。

「
大
雪
縦
貫
自
動
車
道
計
画

」
を
め

ぐ

る
論

議
が
最
終
段
階

に
さ

し
か
か

っ
て
い
た
こ

の
年

の
八
月

、
「
旭
川
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
」
の

メ

ン
バ
ー
は
、
大
雪
山
国
立
公
園

周
辺

の
道
路

に

つ
い
て
自

然
破
壊

の
実

態
調
査
を
続
け

て
い
た
。

同
年

八
月
十

七
日
、
国
道

二
七
三
号
線
大
雪
大
橋

付
近
を
調
査
中

、
対
岸

に

か
な
り

の
規
模

に
わ

た

る
筋
状

の
森
林
伐
採
跡

地
と
、
ブ

ル
ト
ー
ザ

ー
に

よ

る
開
削
場
面
を

目
撃
す
る
。
同
年
九
月
八

日
、

ニ
セ
イ

チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ
林
道

、
ポ

ソ
ケ
チ

ャ
ロ
マ

ッ
プ
林
道
調
査
時

に
、
ペ

ン
ケ
チ
ャ

戸
マ
ッ
プ
林

道
工
事
を
目
撃

。
十
月
十

八
日
、
、北
海
道
開
発
局

大
雪
ダ

ム
計
画
書

よ
り
、
狸
台
地
区

(
俗
称
)

に

一
連

の
林
道
計
画

が
あ

る
こ
と
を
確
認
。
直
ち

に

旭
川
営
林
局
、
旭
川
開
発
建
設
部
と
計
画
内
容
、

自
然
保
護
上
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
〃
交
渉
"
を
開

始
。翌

七
四
年
、
同
地
区
の
林
道
計
画
が
、
自
然
保

護
、
水
源
酒
養
保
安
林
と
し
て
の
機
能
、
国
立
公

園
特
別
地
域
と
し
て
の
性
格
な
ど
の
上
で
重
大
な

問
題
で
あ
る
と
し
て
国
会
で
問
題
と
な
る
。
同
年

八
月
、
旭
川
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
に
よ
る
自
主

調
査
に
よ
り
、
「狸
台
林
道
」
(
∬
)
開
削
に
伴
う

自
然
破
壊
の
惨
胆
た
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
。

同
月
下
旬
、
北
海
道
開
発
局
、
旭
川
営
林
局
、
全

林
野
旭
川
地
本
、
旭
川
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
の

四
者
に
よ
る
合
同
視
察
。
同
年
九
月
道
議
会
で
論

議
、
保
安
林
指
定
解
除
を
め
ぐ
る

「違
法
行
為
」

が
問
題
と
な
る
。
同
年
十
月
、環
境
庁
現
地
視
察
。

そ
の
後
、
自
然
保
護
上
、
地
形

・
地
質
の
性
格
上

の
問
題
が
明
ら
か
と
な
り
、
未
着
工
の

「狸
台
林

道
」
(皿
)、
「ペ
ソ
ケ
チ
ャ
ロ
マ
ッ
プ
林
道
」
(
1
)

延
長
の
両
者
は
計
画
中
止
と
な
り
、
特
に
後
者
は

山

明

五
〇
〇

m
工
事
着

工
段
階

で
中

止
、
廃

道
と
な

る
。
代

替
計
画
と

し
て
、

既
設

の

「
狸

台
林
道

」
(
1
)
と
国
道

三
九
号

を
橋

で
結

ぶ

「
ペ

ン
ケ
チ
ャ

ロ
マ
ッ
プ

林
道
」

(
皿
)
案

が
も
ち
上
が

っ
た

。

と

こ
ろ
が
、

地
付
近

で
大
規
模
な
崩
落
が
発
生
、

討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

の
後
、

七
五
年
秋
の
豪
雨
で
橋
の
建
設
予
定

計
画
の
再
検

同
計
画
は
実

施
さ
れ
な
い
ま
ま
大
雪
ダ
ム
の
水
没
補
償
の
一
部

と
し
て
、
開
発
局
と
営
林
局
の
間
で
「金
銭
補
償
」

の
か
た
ち
で
処
理
さ
れ
た
と
聞
く
。

大
函
よ
り

ニ
セ
イ

チ

ヤ
ロ
マ
ッ
プ
川
に
沿

い
同
名

の
林
道

(
総
延
長

一
五

・
八
九
㎞
)
に
入

る
。
前

半
約

一
〇
㎞

ほ
ど
は
、

比
較
的
古

い
林
道

で
、
河

畔

に
沿

っ
た
平
坦
な
地
形
を
利

用
し
て
い
る
。
風

倒
被
害

の
大
き

か

っ
た
と
思
わ
れ

る
両
岸

の
急
傾

斜
地

に
も
、
カ

ン
パ
類
、
針
葉
樹

の
若

い
樹

が
多

く
、
更
新

も
よ
う
や
く
順
調
に
な

っ
て
き

て
い
る

よ
う

だ
。
十

五
号
台
風

か
ら

二
十
数
年
を
経

て
、

よ
う

や
く
大

雪

の
山

ふ
と

こ
ろ

に
自
然

の
回
復

力

が
逞

し
く
働

い
て

い
る
。

ポ

ン
ケ

チ
ャ
ロ

マ
ッ
プ
林

道
と

の
分
岐
点
を
過

ぎ

る
あ

た
り
か
ら
景
観
が
荒

ん

で
き
た

。
林
地

は

か
な

り
荒
廃

し
、
現

在
な
お
風
倒
が
生
じ

て
い
る

よ
う

に
思
わ
れ
る
。
土
場
跡
と

み
な
さ
れ

る
地
面
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二
、

=
セ
イ
チ

ャ
ロ
マ

ッ
プ

林
道
を
視
る

あ

れ
か
ら
七
年

、
表
大
雪

の
林
道

は
ど
う
変

わ

っ
た
か
。
毎
年
、
視
察
、
調
査
、
見

学
な
ど

の
か

た
ち
で
注
意
が

は
ら
わ
れ

て
き
た

。
昨
年
も

、
九

月

七
日
、

一
行
十

一
名

は
三
台

の
車

に
分
乗
し
、

朝

八
時
旭
川
を
発
ち
視
察
に
向
う
。
十
時
十

五
分



の
整

地
も
悪
く
、
車

の
走
行
も
だ

ん
だ

ん
困
難

に

な

っ
て
く

る
。
七
三
年

調
査
時
、
開
削
が
終

っ
た

ば

か
り
だ

っ
た
地
点

を
見

る
。
尾
根
筋

の
ひ
と

つ

を
切

り
開
い
て
造
ら
れ
た
林
道

の
北
側
斜
面

は
、

ヤ
ナ
ギ
類

の
枝

で

一
〇

m
程

度

の
階

段
状

の
土
止

め
を
施

し
て
、
牧
草

が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
下

の

方
は

ヤ
ナ
ギ
類
、

カ

ソ
バ
類

が

ス
ポ

ッ
ト
状
に
広

が
り

つ
つ
あ

る
が
、

三
角
形

の
斜
面

の
上
方

で
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
小
規
模
な
土
砂

の
崩
落

が
生

じ
て
い
る
。
開
削

七
年
後

の
現
在
、
自
然
植

生

の
確
実
な

回
復
を

こ
の
地
点

に
認
め
る

こ
と

は

困
難

で
あ

っ
た
。
同
地
点

で
車

を
降

り
、
さ
ら

に

上
流
に
向
う
。
林
道
と

い
う

よ
り
は
作

業
道

に
近

い
。
奥

地

で
の
伐
採
が
行
わ
れ

て
い
る
せ
い
で
あ

ろ
う

。
流
木
が

か
な
り
目
だ

つ
よ
う

に
な

る
。
粘

板
岩

の
地
層

の
中
に
円
礫

の
礫
層
を
見

る
。
手
で

触
わ

る
と
簡
単

に
崩

れ
て
き

た
。

か
な
り
風
化
が

進

み
も

ろ
く
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
武
利
岳

(
一
、

八
七

六

m
)

の
北
尾
根

が
正
面

に
迫
る
。
国
立
公

園

の
境
界

が
近

い
こ
と
を
知
る
。
倒
木
更
新

以
外

の
自
然
更
新
が

ほ
と

ん
ど
不
可
能

と
さ
れ

る
高
地

で
、
な
お
伐
採
が
進
行

し
て
い
る
。
複
雑
な
気
持

で
時

計
を
見
る

。

車

を
ポ

ン
ケ
チ
ャ

ロ
マ
ッ
プ
林
道

(
総
延
長
七

・
四

㎞
)
に
向
け
る
。
同
林

道
分
岐
点

よ
り
約

一

㎞
南

に
進

ん
だ
地
点

で
東
斜
面

に

崩

落

跡

を

見

る
。
崩
落
場
所

に
注
意

す
る
と
礫
層
が
あ

る
。
古

い
川

の
跡

で
あ

る
。
牧
草

を
吹
き

つ
け

て
い
る
が

定
着

し
た
様

子
は
な
い
。
お
そ
ら
く
降
雨
、
融
雪

の
多

い
と
き

に
は
今

後
も
崩

落
が

つ
づ
き
、
自
然

植
生

の
定
着

ま
で
に
は
予
測
困
難
な
ほ
ど

の
長

い

時
間
を
必
要

と
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
路
線
が
林

業

施

業

上
、
必
要

不
可
欠
な
も

の
だ

っ
た
と
し
て
も

地
形
、
地
質

上
の
綿
密
な
検
討
、

工
法

上

の
慎
重

な

工
夫
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
の
で

は
な

い
か
と
思
わ
れ

る
。
屏
風
岳

(
一
、
七

九

二

m
)
を
右
手
後

方
に
観
る
。
森
林
限
界

か
ら

上
は

も
う
紅
葉

が
始

ま

っ
て
い
た
。

三
、
自

然
の
廃
櫨

ペ
ン
ケ
チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ

林
道

正
午
す
ぎ
、
国
道

三
九
号
線

に
出

る
。
並
行
し

て
流
れ
る
ペ

ン
ケ
チ

ャ
ロ
マ
ッ
プ

川
に
沿

い
同
林

道

の
入

口
に
直
行

。

こ
の
川

は

「
大
雪

原
生
林

」

を
通
過

し
、

「
大
雪
湖
」

に
そ
そ
ぐ

石
狩
川

の

一

支
流

で
、

同
名
林

道

(
1
)

(
約
○

・
五
㎞
)
は

こ
の
川

の
対
岸

を
走

っ
て
い
る
。
大
雪
ダ

ム
建
設

に
と
も
な
う

旧
林
道

の
水
没
補
償
林
道

(
狸

台
地

区
)

の
ひ
と

つ
と
し
て
、
七
三
～

七
四
年

に
工
事

着
工
。
自
然
保
護

上
多
く

の
問
題
が
あ

る
と

し
て

そ

の
後
、
中
止
、
廃
道

と
な

っ
た
道

路
で
あ

る
。

林
道

入

口
の
橋

か
ら
見
下
す
と
清

流
が
美
し

い
。

と
こ
ろ
が

一
〇
〇

m
と
進

ま
な

い
う
ち
に
、

か
か

え
る

こ
と

の
で
き
な

い
ほ
ど
の
巨
礫

が
ゴ

ロ
ゴ

#

転

が

っ
て
い
る
。
廃
道
後

の
崩
落

の
姿

で
あ

る
。

開
削
時

に
で
き
た
急
峻
な
斜
面

は
い
た
る
と

こ
ろ

で
崩
壊
し
、
路
面

は
崩

落
し
た
粘
板
岩

の
巨
礫

や

土
砂

で
、
元

の
形
を

と
ど
め
な

い
ば

か
り

に
な

っ

て
い
る
。
後

で
ふ
れ

る

「
狸

台
林
道

」
(
∬
)
と
比

較

し
て
、
巨
礫

の
崩
落

の
多

い
の
に
驚
く

。
わ
ず

か
○

・
五
㎞

の
工
事

で

こ
の
姿

で
あ
り
、
仮
り

に

延
長

さ
れ
て
い
た
ら
、
そ

の
破
壊

の
程

度
は
大
変

な
も

の
に
な

り
、
維
持
、
補
修

に
予
想
を

は
る

か

に
上
ま
わ
る
人

手
と
経
費
を
要

し
た
で
あ

ろ
う
。

七
年
前
、
わ

た
し
た
ち
が
危
惧
し
、
指
摘

し
た
予

想

が
不
幸

に
も
的
中

し
た
。
計
画
中
止
、
廃
道

の

処
置

は
当
然

で
あ

っ
た
が
、

こ
の
結
果

に
対
す

る

責

任

は
厳
し
く

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

四
、
狸
台
に
自

然
は

甦

っ
た
か

午
後

一
時

を
少

々
回

っ
て
い
た
が
、
昼
食
を
延

ば

し
、

「
狸
台
林
道
」

(
H
)
に
向

う
こ
と
に
し

た
。

ル
ベ

シ
ナ
イ
林
道
ゲ

ー
ト
を
入

る

と

す

ぐ

左
側

に
、

小
規

模

の
法
面
が
あ

る
。
と
り
立
て
て

指
摘
す

る
ほ
ど

の
も

の
で
は
な

い
が
、
奇

妙
な
こ

と

に
、
毎
年

、
こ

の
部
分
が
崩
れ
、
補
修

が
行

わ

れ
た
跡
が
あ

る
。
地
層

は
凝
灰
岩
質

で
、

ほ
ぼ
常

時

水
が
浸

み
出
し

て
い
る
よ
う
だ
。
特
殊
な

地
下

水
脈

の
端

に
あ

た

っ
て
い
る

の
か
も
知
れ
な

い
。

対
岸

か
ら
見

る
限

り

「
狸
台
林
道
」

(
H
)

の

下
側

は
崩
壊
が

お
さ
ま

っ
て
い
る
よ
う
だ

。
た
だ

気
に
な

る
の
は
、
年

々
ト
ド

マ
ツ

(
こ
の
地
区

の

標
高
千

m
台

は

ト
ド

マ
ッ
優
占

の
森
林

)

の
枯
木

礫層を切 ったため崩落が進行

(ポ ンケチ ャロマ ップ林道)

が
目
だ

っ
て
き

て
い
る
よ
う
だ
。
断
定
的
な

表
現

は
避
け

た
い
が
、
林
道
隣
接

帯

の
樹
木

の
衰
弱

は

否
定

で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。
同
林
道
約

三

・
四

㎞
を
車

で
入

る
。
終
点

か
ら
同
林
道

(
皿
)

(
計

画
中
止
約

一
・
三
㎞
)

の
途
中

ま

で
踏
査
す

る
こ

と
に
す

る
。
標
高
約
千

m
台

で
、
林
相

は
ト
ド

マ

ツ
の
純
林
に
近

い
針
葉

樹
林

で
あ

る
。
各
種

の
調

査

、
そ

の
他

に
利
用
さ

れ
た
た
め

で
あ
ろ
う

、
歩

道

と
思
わ
れ
る
跡
を
た

ど
り
な

が
ら
進

む
。
伐
採

の
形

跡
は
全
く
な

い
。
四
〇
度
前
後

と
推
定
さ

れ

る
急
峻
な
地
形

で
あ
る

。
同
林
道

(
皿
)
の
計
画

で

は
、
こ

の
地
形
を
横
切

る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

今
日

の
土
木
工
学

の
技

術
で
は
当
然

に
も
、
可
能

で
あ

っ
た
ろ
う

。
し

か
し
、
わ
た
し

の
実
感

で
は
、
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あ
ま
り

に
も
無
謀

と
し

か
言
え
な

い
。
し

か
も
、

こ

の
地
区
を

一
巡

す
る
観
光
自

動
車
道

が
机
上

で

線

引
き
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
と
聞

か
さ
れ
る
と
、

な
ん
と
も
恐
れ
入

る
次
第

で
あ

る
。

わ
た
し
た
ち

は
、

こ
の
林
道

を
七
年

間
見

つ
づ

け
て
き

た
。
そ
し

て
不
思
議
な

こ
と
に
気

づ
い
て

き

た
。
開
削
当
初
、

こ
の
道
路
を
通

っ
た
と
き

、

急
峻
な

地
形

の
せ

い
か
、
恐

ろ
し

さ
が
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
何

回
も
通
る
う
ち

に
、

い

ま

で

は

そ

う

は
感

じ
な
く

な

っ
た
。
慣
れ

の
せ
い
か
も
知
れ

な

い
が
、

そ
れ
ぼ

か
り
で

は
な

い
よ
う
だ

。
路
幅

が
年

々
広

が

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
視
察

の
た
び

に

路
面

に
は
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー

の
跡
が
あ
り
、

一
見
、

整
備

が
行
き

と
ど

い
て

い
る
よ
う
だ

。
七
四
年
九

崩落がつづきついに金網で

おおった法面(狸 台林道H)

月

の
視
察

の
と
き
は
、
崩
落

の
土

石
の
た
め
途
中

で
車
が

入
れ
な

か

っ
た
。
七

八
年

六
月

、
市

民
参

加

の
見

学
の
と
き
に
は
、
崩
落
場
所

は
直
前

に
ブ

ル
ト
ー
ザ

ー
で
整
地
さ
れ
、
踏

み
跡

に

ヒ
メ

シ
ャ

ク
ナ
ゲ

の
無
残

な
姿

が
あ

っ
た

。
当
日
参

加

の
Y

氏
は
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

「
二
週

間
前

に

予
察

に
来

た
と
き

、
狸

台
林

道

は
上
部

の
り
面

の

崩
落
が

ひ
ど
く
、
車
を

の
り
入
れ
る

の
が
危
険
な

状

態
で
あ

っ
た

の
で
、
参

加
者

の
み
な
さ

ん
に
は

林
道

入

口
か
ら
歩

い
て
も
ら

っ
た
が
、
驚

い
た

こ

と

に
崩

れ
た
岩

石
や
植
物
を
道
路

に
敷

き

つ
め
ブ

ル
で
な

ら
し
て
あ
る
。
為
に
道
路

は
建

設
当
時
よ

り
四
〇

セ
ン
チ
は
厚
く
な
り

一
メ
ー
ト

ル
は
広
く

な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
だ

っ
た
」

(
大

雪
の

自
然
を
守

る
四
五
号
78

・
9

・
5
)
。

こ
れ
が

日
常

の
林
道
維
持

管
理

の
結
果

で
あ

る

な
ら
問
題

は
別

で
あ

る
。
で
は
な
く
、
自
然
保
護

団
体
や
市

民
の
眼

か
ら
自

然
破
壊

の
実
態
を

お
お

い
か
く
す

た
め
の

一
時

し

の
ぎ

の
行
為

で
あ

る
な

ら
ば
、
そ
れ

は
、

こ
の
林
道

の
名

か
ら
通
俗
的

に

連
想
さ
れ

る
人

間
を

〃
.ハ
ヵ

ス
"
以
外

の
何
物

で

も
な
い
と

、
あ

え
て
言

わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

七
年
間
、

こ
の
林
道

の
変
化

を
見

つ
づ
け

て
き

た
ひ
と
り
と
し

て
、
わ

た
し
は
次

の
よ
う
な
個
人

　

　

的
な
感
想
を
も

っ
て
い
る
。

①

削
り
取

っ
た
斜
面

(
粘
板
岩

層
)

か
ら

の
崩

落

は
連
続
的

に
つ
づ

い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
風
化

、

浸
食

が
か
な
り
進
行
し
、
自
然
条
件

に
対

応

で
き

る
程
度

の
地
形
、
構

造
に
変
化
し
、
並
行
し

て
自

然
植

生
が
崩
壊
を
防

止
で
き

る
程
度

回
復
す

る
ま

で
崩

落
は

つ
づ
く

で
あ

ろ
う

。
し

た
が

っ
て
、
人

工
的

な
補
修

は
ぜ

ひ
必
要

で
あ

る
が
、
多

く
を
期

待
し

た
り
、
過
信
す

る
こ
と
は
避

け
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

②
外

観
的
に
見

る
限
り
、

日
高
累
層
群

に
属
す

る
粘
板
岩

の
地
層
は
、

か
な
り
複
雑
な
変
成
を

受

け

て
お
り
、
微
し
ゆ
う
曲
構
造

が
顕
著

で
、
小
規

模
な
断
層

及
び
破
砕

構
造
も
多

い
。
そ

の
た
め
、

機
械
的

に
破
砕

さ
れ
や
す
く
、
局
部
的
な
崩
落

が

連

続
的

に
起

こ
り

や
す

い
。

③

崩
落
場
所
と

地
層

の
走
向

、
傾
斜
の
間
に
は

は

っ
き

り
と
相
関
関
係

が
認

め
ら
れ

る
。

④

わ
た
し

の
浅

い
知
識

で
も
、

こ
の
程
度

の
指

摘

が
で
き

る

の
に
、
高
度

の
知
識
と
技

術
を

も

つ

は
ず

の
営
林

局
や
開
発
局

の

〃
頭
悩
集
団
"

が
ど

う
し

て
、

こ
の
結

果
を
予
想
で
き
な

か

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。
あ

る
い
は
、

〃
こ
の
程
度

"

の
結
果

は

特
に
問
題

に
す

る
必
要
が
な
い
と
初
め

か
ら
決

め

て
か
か

っ
た

の
だ
ろ
う

か
。

⑤

「
狸
台
林
道
」

(
H
)
の
自
然
回
復

に

つ
い
て

営

林
局

の
担
当
者

(責
任

者
)
は
比
較
的
楽
観
的

な
見
透

し
を
述

べ
て
き
た
。
し

か
し
、
七
年
間

、

こ
の
林
道
を
視

て
き

て
、
現

在
な
お

二
次
的
な
破

壊
が
進
行

し
て

い
る
実

態
か
ら
言
え
る

こ
と

は
、

楽
観
的
な
予
測
と

は
逆

の
結
果
が
現

実

に
出
現

し

て

い
る
事
実

で
あ

る
。

五
、
結

語
ー

国

民
の
権

利
と

し
て

あ
れ

か
ら

八
年

、

一
時
は
全
国
的
な
話
題

と
さ

え
な

っ
た

「
大
雪
林
道
」

(
当
時

の
新
聞

表
現
)
は

無

残
な
自

然
破
壊

の
結
果

の
み
を
残

し
て
、
人
び

と
の
記
憶

か
ら
消
え

よ
う

と
し

て
い
る
。
し
か
し

、

表
大
雪

の
原
生
林

の
山
肌

に

つ
け
ら

れ
た
傷
跡
は

茶
褐

色
に
濁
り
、
あ
ま
り

に
も
醜

い
。

一
人

が

一
本

の
草
花
を
採

っ
て
も
厳

し
く
罰
せ

ら
れ

る
国
立

公
園

の
中

で
、
大
規
模
な
原
生
自
然

の
破
壊

が
公
然

と
赦
さ
れ
る
と

は
…
…
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
国
立

公
園

・
国
有
林

は
国

の
管

理
下

に
あ

る
。
憲

法
理
念

か
ら
見

る
な
ら
ば

、

「
管

理

権
」

は
国
民

か
ら
委
任

さ
れ

た
権

限
で
あ
り
、
権

限

の
行
使

は
原
理
と
し

て
国
民

に
対

し
て
責
任

を

お
う
も

の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
ま

た
、
国
民

.
は
主
権
者

と
し
て
当
然
、
管

理
者

に
対

し
、
発
言

し
、

〃
要

求
"
す
る
権
利
を
も

っ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
よ
く

耳

に
す

る

「
直
接

か
か
わ
り
の
な

い
自
然
保
護

団
体

の
人
間
が
う

る
さ
く

て
仕
事
が

や
り

に
く

い
」

な
ど
と
言

っ
た
考
え

は
許

さ
れ

な

い
。
わ

た
し
は
、
ひ
と

つ
の
さ
さ
や
か
な
提
言

を

し

て
、

こ
の
文

を
終

り
た

い
。
狸
台

の
自
然
が

、

大
雪

の
自
然

の
か
け
が

え
の
な

い

一
部
と
し

て
甦

る
日
を
悲
願
す

る
。
そ

の
た
め
に
、
管
理
者
も
わ

た
し

た
ち
と
現
場

に
出

か
け
て

一
緒
に
考
え
よ
う

で
は
な

い
か
。

(
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
)
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